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態のイベントとして提供するかであった。CSCD と STiPS によるイベントの候補とし
ては、対話重視のカフェプログラムであるラボカフェ（*c）と、学内外の研究者を招いて
















































      事例（取り組み）―講演内容と日本の宇宙政策の現状
　当日の進行は、2014 年 11 月 28 日（金）13:30 ～ 15:30（受付開始 13:00）として、






と以下のようになる。日本の宇宙関連予算が約 3,000 億円で、約 90 兆円の政府全体予
算の 0.3％に相当する。その約 3,000 億円のうち、有人宇宙計画すなわち宇宙飛行士の
予算が約 350 億円になる。この宇宙に関する 3,000 億円というお金をどのように使うか
を決めたものが宇宙政策である。
　日本はいま、宇宙政策の大転換期にある。2008 年 5 月に「宇宙基本法」が成立して、
内閣に宇宙開発戦略本部と宇宙担当大臣が設置され、2009 年 6 月に初めての「宇宙基




人である。2013 年 1 月には「宇宙基本計画」（第 2 期と呼ぶ）が策定されたが、さらな
る安全保障と産業基盤の強化のために 2014 年 11 月には、新しい「宇宙基本計画」（第
3 期と呼ぶ）の素案や工程表が意見募集（パブリック・コメント）のために発表された









      反応（応答）―質問票とアンケート
　本研究会では、参加者に前半の講演と後半の質疑応答の間の休憩時間に「質問票」を
提出してもらい、また後半の質疑応答の終了後に「アンケート」を提出してもらった。












































































































































訳は教職員 13 名（CSCD 以外はほとんど文科系）、学部生・大学院生 50 名（文科系 33 名、
理科系 17 名）、学外者 9 名であった。大阪大学法学会の過去 2 回の研究会では、参加人
数は約 20 名で、内訳は教職員約 5 名、学部生・大学院生約 15 名で、教員・学生ともに
ほとんど文科系であった。本研究会は、講師が宇宙飛行士であったことによってほぼ期










容も、宇宙政策が 4 分の 3、コミュニケーションが 4 分の 1 程度であった。本研究会の
一番の目的は宇宙政策を考える機会を提供することであったので、やむを得なかったと
考えられるが、宇宙に関わるコミュニケーションを主題としたイベントも興味深いもの
になると考えられる。また、休憩時間に質問票を提出してもらったのはよかったが、予
想以上にたくさんの提出があったため、後半の開始を遅らせて対応したが、休憩時間を
長くするなどの改善が必要である。会場も、講師と参加者の距離を近づけることはでき
たが、スクリーンが見やすくなるように中央に椅子を置かずに見やすくするなどの工夫
が必要である。
　三つ目は、宇宙飛行士による講演の成果と教訓である。本研究会は、通常の専門家が
行うよりも、理科系と文科系の両方の学生・教員を集めることができ、そして両方の分
野の人々に宇宙政策の理解を深めてもらうことができた。今後も、宇宙飛行士による宇
宙政策に関する研究会は効果的であると考えられる。その一方で、宇宙飛行士がいない
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場合の研究会をどのように効果的に開催していくかが依然大きな課題である。宇宙政策
の専門家が集まる研究会や学会の一方で、一般の人々にとって馴染みがある映画やドラ
マ、また貴重な映像や写真を利用することで参加者に集まってもらい、そこから宇宙政
策を知ってもらい考えてもらうという流れのイベントも考えられる。
　以上は、まさに CSCD における活動と宇宙政策に関わる研究・教育・社会活動の成
果であり、教訓である。宇宙政策に関する文科系と理科系の橋渡し、そして融合は、本
研究会によって少しずつであるが発展させることができたと考えられる。今後もこれを
参考にした研究会をできるだけ定期的に開催することで、大学における宇宙政策に関す
る研究・教育・社会活動を発展させていくことが望まれる。
リンク先
*a）公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS）：http://stips.jp/
*b）大阪大学法学会：http://www.law.osaka-u.ac.jp/hougakukai/
*c）ラボカフェ：http://www.cscd.osaka-u.ac.jp/ver2/join/labcafe.php
*d）内閣府の宇宙政策のホームページ：http://www8.cao.go.jp/space/
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